
- 1 -

職場体験・わくわく体験 40人×15学級対応と 40事業者対応版です。

下のように自動で予定人数内になるように割り振ってくれます。また、右側を見ると、どの希望から自動で振り分けたかがすぐ分かります。
※セルが右側のオレンジ色になっている希望から引っ張っています。

決定の列を直接入力すれば手動で直すことができます。意図的に作りたいときにも対応できます。
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第 1希望順から入力する場合
※学級順からでなく、第 1希望からも直すことができます。

第 1希望順にするときは、計算式が値のコピーに変化してしまうため
①を押した後、②の計算式を戻すボタンを押します。

元の学級順に戻す場合も同じ作業になります。

注意

オートフィルターで動かした場合に計算式が値に変化します。
このようなときは、「②計算式を戻す」ボタンを押します。
また、計算式がなくなったらこの「②計算式を戻す」ボタンを
押してください。上下にありますが、どちらも同じですので、
このボタンを押すと計算式に戻ります。
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下が第 1希望順にした画面です。「四組 2」を第 1希望にかえて、第 1希望は定員内 13人に収まっています。

例えば、わかりやすいように平清盛は、第 1希望が「1」ですが、これを「3」に入れ替えて見ます。
セブン谷戸（1）→セブン三島（3）の「1」と「3」の入替を行います。

入れ替えた場所は、手動で色を変えるとわかりやすくなります。いれかえないと重複機能で赤字になるだけでなく、後で動かす場合わからなくなります。
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では、学級順に戻して確かめて見ます。

学級順で確かめてみます。平清盛は、「3」で決定しましたが、「3の事業所」の「セブン三島」は 1人定員オーバーなのがわかります。
次は、「3の事業所」の一人を動かします。このように機械ではできない振り方もできます。また、男女数も意図的に変えられます。

※セブン三島の定員は 11人です
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その他
データの入力に威力を発揮します。

・目的のクラスへジャンプする機能があります。

・範囲を決めて右端で折り返し入力ができますので、アンケートからの集計が速くなります。

下は、各事業所の人数調整に役立ちます。
人数を調べるときに中断しないため、作業の効率化ができます。
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手動で動かす オートフィルターを使ってあらかじめ手動で直しておく。

オートフィルターを使って「1」を手動で直す
明智光秀から 10組太郎までの 19人は、「1」の第 1希望です。右の希望順でもわかります。
[1]の希望者は 19人います。定員は 13人なので、6名動いてもらわなくてはいけません。

また、男女の比率を 8人：5人にする場合は、オートフィルターを使うと便利です。
人数調整しましたので、「自動人数調整」はここを素通りにします。後で確認するためセルに色をつけておきます。
※色をつけたセルは、各学級へジャンプするボタンの中にクリアする機能があるので、自分が分かる色でつけてください。

ここでは、黄色は動かした生徒、水色は「1」で決定した生徒にしています。
このようにあらかじめ手動で直す方法がありますので、組み合わせると意図するものができると思います。


